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　 　 木二中 学校だより　  令和7年5月26日 

　 　 No.08／93　 　 　 　 校長　 山元　 竜二

　2025年が節目の年に Vol.2　～2025年は昭和100年～ 　 

　あと２ヶ月と少しで終戦記念日、８月15日を迎えます。前号に引き続き節目の年、戦後80年にまつわる内

容となりますが、木二中生の皆さんにもう一度伝えたいと思います。今ある平和は、決して当たり前ではあ

りません。戦後80年の節目に改めて平和の意義を考えてほしい。 

　中学生の皆さんもテレビを通じて一度は耳にしたことがあるフレーズ(特に下線部)、 

　「～然レトモ朕ハ時運ノ趨（オモム）ク所堪ヘ難キヲ堪ヘ忍ヒ難キヲ忍ヒ以テ万世ノ為ニ太平ヲ開カムト

欲ス～」【昭和天皇の「大東亜戦争終結に関する詔書(しょうしょ)」（玉音放送）原文】 

 　現代語訳は、次のようになります。

  「～しかし、私は時の巡り合わせに従い、堪え難くまた忍び難い思いをこらえ、永遠に続く未来のために

平和な世を切り開こうと思う。～」 

　詔書とは、天皇が国民に対して、特に重要な事柄を伝えるための文書のこと。天皇の意思を公に伝えるた

めに、正式な手続きを経て発布されるものです。つまり、大東亜戦争終結に関する詔書の中に記された上記

のフレーズは、1945 年８月15日、ラジオを通じて昭和天皇がポツダム宣言受諾を国民に伝えるために発布さ

 れた、昭和天皇のお言葉ということになります。その書き出しは、

　「私は、深く世界の情勢と日本の現状について考え、非常の措置によって今の局面を収拾しようと思い、

ここに忠義で善良なあなた方国民に伝える。」(現代語訳)というものでした。 

　その他、「ポツダム宣言受諾」(８月10日)、「無条件降伏」、「戦艦ミズーリ」、「連合国軍総司令部(GHQ)ダ

グラス・マッカーサー元帥」…などなど、いずれも歴史の授業で勉強するはずのキーワードではないかと思

います。 

　なぜ日本は第二次世界大戦に参戦したのか？なぜ日本はハワイの真珠湾を奇襲攻撃したのか？なぜ日本は

南方を次々と支配していったのか？そして、原子力爆弾はなぜ東京ではなく広島、長崎に投下されたのか？

そして世界からの孤立を極めた日本は、なぜポツダム宣言を無視し続けたのか…？ 

　冒頭に記したように、歴史の勉強も兼ねて戦後80年の節目の年に今ある平和について考える時間があって

もいいのではないかと思います。なぜなら、平和であることに慣れてしまった私たち日本人は、文明が発達

したはずの現代であっても世界に目を向ければ民族紛争、宗教的な対立といったいわゆる戦争が未だ続いて

いることにあまりにも無頓着すぎるからです。 

　昭和天皇による大東亜戦争終結に関する詔書の最後の一節は次のように記されています。 

 「感情の高ぶりから節度なく争いごとを繰り返したり、あるいは仲間を陥れたりして互いに世情を混乱さ

せ、そのために人としての道を踏み誤り、世界中から信用を失ったりするような事態は、私が最も強く戒め

るところである。まさに国を挙げて一家として団結し、子孫に受け継ぎ、神国日本の不滅を固く信じ、任務

は重く道のりは遠いと自覚し、総力を将来の建設のために傾け、踏むべき人の道を外れず、揺るぎない志を

しっかりと持って、必ず国のあるべき姿の真価を広く示し、進展する世界の動静には遅れまいとする覚悟を

決めなければならない。あなた方国民は、これら私の意をよく理解して行動してほしい。」(現代語訳) 

　改めてこのお言葉があっての平和な現代日本であると強く思うし、あり得ない速さでの戦後復興だったの

ではないかと考えます。 

　1945年７月26日発表の米、英、中国の首脳による降伏勧告、ポツダム宣言を受諾せずに戦争を続けるのか。

それとも、国体護持(天皇制維持)のみを条件に宣言を受諾した上で無条件降伏するのか。現存する様々な資

料や書籍によれば、その判断は昭和天皇に委ねられたと記録されています。そして10回(厳密には11回)行わ

れた天皇・マッカーサー会談の第１回、出迎えすらしなかったマッカーサー元帥が会談終了後には直立不動

で天皇をお見送りすることになる。大使館での会談で、出された飲み物には一切口にせず、語られたお言葉

は、「You may hang me.」。(「私を(戦争犯罪人として)絞首刑に…。その代わり戦争に責任のない国民が飢え苦しんでいるので、一刻
も早く食料をお願いしたい」」)そのお言葉にマッカーサー元帥が深い尊敬の念を抱いたというのはあまりに有名な話

です。戦後80年、昭和100年、令和の今だからこそ、昭和史を学ぶにはいい機会かも…。


